
～人工呼吸器を自分の一部にするために～

対象：神経難病の医療・介護・福祉にかかわる職種の方、患者様・ご家族

[日時] 2019年3月9日（土）
[会場] 札幌医療リハビリ専門学校 ９階会議室（札幌市北区北6条西1丁目）

第6回 神経難病緩和医療研究会 講演会

野中 道夫 先生
医療法人北祐会 北祐会神経内科病院
診療部部長[講師]

[主催] 北海道神経難病研究センター神経難病緩和医療研究会（代表幹事 武井 麻子）
[協賛] 札幌中央ファミリークリニック、静明館診療所、北祐会神経内科病院、札幌パーキンソンMS神経内科クリニック
[後援] 札幌市、北海道医師会、札幌市医師会、北海道看護協会、北海道難病連
[お問い合わせ] 北祐会神経内科病院（横澤・矢野）TEL:011-631-1161 E-Mail:kanwa@hokkaido-find.jp

入場無料
定員200 名
（ 申込不要 ）

呼吸することが難しくなったらどうしたらいいのか
～マスクによる人工呼吸から気管切開による人工呼吸への移行～

中山 優季 先生
公益財団法人東京医学総合研究所
難病ケア看護プロジェクトリーダー[講師]

人工呼吸器装着者の長期経過
～意思伝達維持を目指した取り組み～

小田柿 糸子 先生
医療法人北祐会 北祐会神経内科病院
リハビリテーション部言語聴覚士[講師]

「伝える」をあきらめない
～人工呼吸器装着下のコミュニケーション支援～

（駐車場はありません。なお、車いすでご参加の方はあらかじめ下記事務局までご連絡をお願いいたします）

13:30 ~ 15:45 (開場13:00）


